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新年あけましておめでとうございます。今号では、昨年11月30日に開催いたしまし
た、2022年度（第25回）「七十七ビジネス大賞」「七十七ニュービジネス助成金」贈
呈式の模様を紹介しております。式典では、受賞された企業の代表者様から一言ずつ
ご挨拶を頂戴しました。受賞の慶びや、従業員・自社製品に対する想い、そして今後
も宮城県の発展に貢献していきたいというお話を伺い、地元宮城県に対する代表者様
たちの気持ちが伝わってくる式典となりました。

次号（第101号）からは、第25回受賞企業インタビューの掲載を予定しております。
本年も引き続きご愛読の程よろしくお願いいたします。

（土生木　愛華）

編集後記

亘理いちご（亘理町）
いちごの生産量東北一を誇る亘理町で生産された「亘理いちご」です。亘理町

では温暖な気候を活かしたいちごの栽培が盛んに行われており、町の農業産出額
の半数近くをいちごが占めています。大粒ですっきりとした甘みが特徴の「もう
いっこ」という品種などを栽培しており、2017年にはこのいちごを使って「1,000
人でいちごを同時に摘み取る」というギネス世界記録を達成しました。つい「もう
いっこ」食べてしまうことから名付けられた宮城県特産のブランドいちごを味わい
に、亘理町へ足を運んでみてはいかがでしょうか。
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新年あけましておめでとうございます。
様には2023年の新 を やかにお のことと じます。本年が るく幸 い年でありま

すよう心よりご し ます。
ども財団は1 年に設 し今年で2 年 を ます。この 、宮城県 の の発展と産

業の振興に け活 を続けてまいりましたが、これも と に産・学・ 方 からの いご
・ご 力の と く し る次第です。

昨年の日本 を振り りますと、ロシアによるウクライナ や の ロコロナ 、
など 進 における なイン レなど、 情 を とした ・ ネルギー の
や プライ ーンの 、 の な などに しされましたが、 な企業

益を とした 設 の や新型コロナウイルス にかかる行 の 、
行 や に対する などの 種 の もあり、 じてみると や

かな持ち しの きとなりました。
日本 を取り く には、 治・ 情 や金 本 の など として

し スクがありますが、 は昨年2 の第 次 予 を成 さ による の
振れに た 対 を ち出した か、コロナ禍で 送りされてきた ン ア プ

の 、D や などの成長 への などが活発 し、日本 が回 に かうこと
が されます。

宮城県 に を けますと、仙台 において 成が近 く次世代放 光 設「ナノテラス」や
「 んだい都心 プロジ ク 」などの 開発事業などが って、学 ・
を活 したまち くりが進展するなか、本年 月には の科学 大 会 が開催されるは
こびとなりました。宮城・仙台の 力を めて世界に発 する の 会として、産・学・
が一 と した取組みにより、県 の回 ・活 に ることが であると じて
おります。

今年の は「 （みずのと・う）」、これまでの努力が花開き、実を び めることを表し
ています。ここ数年のコロナ禍により、企業の 活 は様々な を受けましたが、その一方
で、これに対応するための業 や き方 、D への取組みの進展も られます。コロ
ナ後のニューノー ル時代への れのなか、 様におかれましては、それらの取組みにより、本
年が大きく し する年となることを に願っております。

財団は、今年も引き続き宮城県 の産業振興ともの くり ・ 業 に 力してまい
ります。また、この情報 「七十七ビジネス情報」は、本号をもって100号の を ること
となりました。今後とも地 の産業や 企業の き、地元 の など、企業 や 業にあ
たり な ・役 つ情報を提供してまいりたいと じます。

様の一 のご ・ご 力を りますようお願い し 、新年のご挨拶といたします。

「コロナ禍における
　　 努力が花開く年に」

理

七十七ビジネス

鎌田　　宏
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しかし、 による 計や企業への 、供
での など、その になお を するも

のがあり、これらの情 の に対し、 が一
となって き い、様々な を することが

と じております。
財団といたしましても、県 産業の振興と地
の発展と活 、持続 な地 社会の に

しでもお役に てるよう、今後ともこれまでの実
を ま 表 事業・ 業 などを 心に様々な
で、ニュービジネスや 業 を に して
りたいと ております。

本日贈呈いたします「七十七ビジネス大賞」は、
年にわたり県 の産業・ の発展に し、あ

るいは活 に貢献している企業 に対し表 状と
金を贈呈するものであります。

また、「七十七ニュービジネス助成金」は、新
・ のある ・ノウ ウ により

な事業展開を行っている企業や、新 事業を して

本日は、ご にもかかわらず、 様のご を
頂きまして、ここに第25回「七十七ビジネス大賞」
および「七十七ニュービジネス助成金」贈呈式を開
催できますことは に り く、 様のご 、ご

力に対しまして く を し ます。
特にお しいなか、ご を りましたご の

東北財 長　 幸様、東北 産業 長　
様、宮城県 観光部長　 様、

仙台 長　 様、日本 行仙台 長　
様には く し る次第でございま

す。
また、この度「ビジネス大賞」および「ニュービ

ジネス助成金」受賞の に されました企業の 様
に対し、心からお慶びを し ます。

財団は七十七 行の 業120 年を に1
年 月に設 され、今年は25年 になります。こ
の 、公益事業として表 事業の か、 会やセ

ナーの開催、情報 の発行など、 い事業活
を続けて りました。表 事業におきましては、

第 回から今年度までビジネス大賞表 は73 、
ニュービジネス助成金の助成 は 1 を数 、こ
れも と に産・学・ 方 からの いご ・
ご 力によるものと、 する次第であります。

さて、 近の 気でありますが、新型コロナ
ウイルス対 における の 理に対する
対 の が10月より開 され、 人の
人 行者の が された か、 行 の
実 などにより、 人 は やかに持ち してお
ります。

今後については、ウ コロナの新たな への
行が進められる 、 な企業 益に られ、
気が持ち していくことが されます。
また、県 の 情 につきましても一部に い
きがみられるものの、 としては やかに持ち
しております。
今後については、 設が進 次世代放 光 設

「ナノテラス」や「 んだい都心 プロジ ク
」などにより、仙台 への が進み、県

が されることが されます。

贈 呈 式第25回 0 11 0

七十七ビジネス大賞・七十七ニュービジネス助成金
理 い
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いる 業 に表 状と助成金を贈呈するものであ
ります。

につきましては、後 ど 員長であ
る藤本 生からご報 がございますが、
や公 団 のご 力なども頂き、今回も い
から数 くの応募がありました。

応募 も新 や に れたものが かっ
たとお きしております。

そのような から れ、今回受賞されます企業
の 様方は、地 や業界を ードしていく企業であ
り、また のある新製品を ・開発されてい
る企業や、社会 の により持続 な社会
の を す新しいビジネスモ ルを展開される
など、 に取り組んでいる企業であります。

いずれも の地元企業にとりまして模 となり、
に成長していくことを したいと います。

、今回の受賞を に今後ますますご発展さ

「七十七ビジネス大賞」（五十音順）

プ 代表取締役 阿部　孝治 氏
代表取締役社長 長島　　賢 氏

「七十七ニュービジネス助成金」（五十音順）

	 ・ ・ 代表取締役 佐藤幸太郎 氏
ク ス 代表取締役 冨田　　尚 氏

ク ス ュ ー 代表取締役 梶山　　愛 氏
代表取締役社長 山田　理恵 氏

ース 代表取締役 菅原　　紀 氏

れることを心よりお り し るとともに、地元
・社会に一 貢献されることを に願う次第で

ございます。
後になりますが、 にあたられました藤本
員長をはじめ、 員の 様方には、ご

の ご 力頂きましたことに対し、 めて く
し 、 の挨拶といたします。
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や ・ の か、その に
された製 業や ービス業、農業など 様な業種か
ら応募がありました。地 には仙台 からの応
募が を占めております。
「ビジネス大賞」と「ニュービジネス助成金」は、

その が なりますので、それ れ 々に し
ております。

ビジネス大賞につきましては、業界・地 の ー
ー企業として、 の い 品や ービス、 れ

た 法 により、県 の産業・ の発展に貢
献してきた実 などを に いたしました。

ニュービジネス助成金につきましては、製品や
力の「新 ・ 」と、 の しを め

ての「事業 」の から 、 に いた
しました。

ですが、 月 日から応募の受付を開

員長を めました藤本です。 つの賞の
につきましては、ただいま鎌田代表理事からお話

がございましたので、さっそく今回の につ
いてご報 さ ていただきます。

まず、応募状況につきましては、今年度は「ビジ
ネス大賞」に13 、「ニュービジネス助成金」に30

、 わ て43 の応募となりました。応募数は
大賞・助成金ともに昨年をやや 回りました。

応募の をみますと、今年度のビジネス大賞は、
食品 をはじめ 様な業種の企業の応募があり、
地 にも仙台 の か県 から応募があり
ました。

ニュービジネス助成金につきましては、I

審査結果の講評

の

（東北大学大学院 学 科 ）

七十七ビジネス

藤　本　 　
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なる事業 大に取り組んでいただきたいと いま
す。

また 様には、これから新たに 業を計画してい
る 業 や、 にニュービジネスに取り組んでいる
方々への理 者としても くご活 いただきたい
と います。 力・ しながら を発 す
ることで、地 の活 が られていくも
のと ております。

後になりましたが、大 お しいなか、ご
いただきました 員の 様に、この を りま
して を し 、 とさ ていただきます。

し、 月 に締め りました応募 にもと き、
員がそれ れ を実 しました。

「ビジネス大賞」につきましては、 員会で
の を ま 、 に した 、

今回は 社を 定いたしました。
また、「ニュービジネス助成金」につきましては、

で した 企業による 次 とし
て、プレ ンテーションと 応 を行い、
員会において した 、 に 社を 定い
たしました。
（「七十七ビジネス大賞」「七十七ニュービジネス

助成金」贈呈 の企業 ・受賞理 は ージ
をご ください。）

、受賞企業を にご紹介して りましたが、
「七十七ビジネス大賞」の 社は、これまでの か
な実 により地元宮城の産業と の発展に大きく
貢献されてきました。地 を代表する ー ン

ンパニーとして、今後も にご活 され、宮城県
の ・産業の発展に くしていただきたいと い
ます。
「七十七ニュービジネス助成金」を受賞された

社は、 事業 で大いに成長が されます。
社とも新 ・ に れ、ビジネスとしても

である を しました か、次世代に けた製
品を開発する い 力により新たな を す

や、地 の活 ・社会 の によ
り持続 な社会の を す取組みについて

しました。これからもそれ れの みを活かし、
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本社ビル

の
社は宮城県を 心に学 ・予 を展開。「一人 とりにとことんの めんどうみ
」を 理 とし、 団 ・ ・ 者の イブ ド型など様々な

により、生 の学年・学力・学 スタイルなどあら る学力 に対応することができる
「 学 」を みとする。

宮城県を 心に東北 県に展開し東北 の 模を する か、 会社を めた「進
学プラザ ループ」は、12都 県に2 室、生 数 2 ,000人の 模を する。

阿部　孝治 氏

の
企 業 名：株式会社仙台進学プラザ

代 表 者：代表取締役　阿部　孝治

　　 ：宮城県仙台 土 104

設   年：1 7年（ 業　1 5年）

業　　種：学 ・予

 本 金：50 万

従業員数： 4 名

株式会社仙台進学プラザ

団
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第25回（2022年度）



受賞の理
子 とそれに う の により、 ー をはじめとした学 の は

している。 はどの県においても 科受 であり、出 も 定しているため
業を提供する からは しやすいことが とされ、一方で 学受 は によって 特であり、
特 なノウ ウが される。 社は 学受 ー を な ー と け、その

特なノウ ウを し、公 一 が仙台 に開 というビジネス ャンスを 、 学生時
から 生時まで一 して うことができる「 一 」を の と け実 して
いる。この 一 は公 一 がある地方都 において であり、この「仙台モ ル」
ともい る が 社にはないセールス イン であり、 社の実 が大きく した。

社は東日本大 後、 や などの行 からの に き、 地の子供を対
とした 業を実 した か、コロナ禍での学 においては県 学生が で で
きる 業 画の をするなど、地 の学力 に取り組んでいる。さらに地 の に応
る で名取 および仙台 長町に を開 するなど地 社会への貢献に取り組んでいる。

その か として を に活 し、長年培った 学 としてのノウ ウを活か
し、 の を行い を ら るなど業界の ー ーとして発展に貢献、 の

にも ている。2022年には ・ビル ンテナンス会社に を実 するなど、事業の
も っている。
今後も地 の に応 つつ、 学 としてあら る の生 の学 に応 るとともに、

業界の ー ーとしての貢献が される。

「 」
の の 1の

の ー ー

レ シュス ースパ ル学
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の
社は自 ンジンや ス ンションの特 ル 、 部品、

部品を製 。設 ー ーと 同でライン設計をすることであら る設計ニー に対応が
であり、自 ー ーの ・ ・ ・ ニー にも に対応している。

また I 100を2022年 月に取 であり、 ビジネスなどへの
部品供 を行い、新たな事業 への進出を んでいる。

長島　　賢 氏

株式会社東北三之橋

の
企 業 名：株式会社東北三之橋

代 表 者：代表取締役社長　長島　賢

　　 ：宮城県 町 51

設   年：1 1年

業　　種：自 部品（特 ル ）製 、
　　　　　 部品

 本 金：10 万

従業員数：201名

ンジン ル
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金
ニーズ

の ー ー

受賞の理
度 ル においては、 度を めることで時 な れを い が発生する「 れ 」

の発生が となっており、 社は ・ ・ 理・ 程など生産の 行程に 自の
ノウ ウを することで れ を にすることに成 。1,200 が とされていた
ル 度を、世界で めて1, 00 まで めることを実現するとともに、 による れの
品 を自 することにより量産 を とし、「締 力30 かつ25 の 量 」を実現。

ル 度が く、 れ を にした本製品により、日産自 が世界で めて開発した「
ンジン」の 部締 に され、 ス ンの 発力を るキー バイスの一つとなっ

ており、その を られ、同社から「日産 ローバルイノ ーションアワード」を ル ー ー
として めて受賞した。

社は ・ 成 部品の製 を とし、同業 社に対し を持っており、設 ー ー
と 同でライン設計することで、自 の電 による部品へのニー へも に対応し、自

ー ーから プライ ーとしての地 を している。
また、 町における めての進出企業として 40年 にわたり 地の を生み続ける か、

元年の台 1 号による 時は同町への 金や 食 の 付を行うなど地 に した企
業活 に取り組んでいる。 では 程において、 食 に れる金 表 理
の一つである「ジ 程」を東北で めて するなど、 かな 力をもとに時代のス ー
ドに対応している。

今日まで した金 にかかる かな 力により、今後も 自 部品 ー ーと
して自 産業の発展に貢献することが される。

業

設
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を活 した社

本社（ 第 学 ）

の
社は東日本大 後の2013年、F （ に くシー バー）を する会社とし

て設 され、その後201 年より電 事業を開 。東北大学 科学 同 センター
（ I ）との 同 から、 ン ン ウ イ ン 次電 を （ドライ
ルー レス）で製 することに成 。製 コス を つつ、 で な電 の製

・ に取り組んでいる。

佐藤　幸太郎 氏

の
企 業 名：株式会社 ・D・F

代 表 者：代表取締役　佐藤　幸太郎

　　 ：宮城県 宮田

設   年：2013年

業　　種：製 業（ ン ン ウ イ ン電 製 ）

 本 金： 0 万

従業員数：1 名

株式会社 I・D・F
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成 ネ ーの
の ・

活 （産業 ロ ）

活 （アイ モロ ）

ン ン ウ イ ン 次電

受賞の理
ウ イ ン電 は、 電 な 次電 として、現 、ス ー ンやノー パ コン

の電子 、電気自 や産業 ロ 、 など い で使 されている。
ウ イ ン 次電 は、電 に使 する によりその特 が なるが、 社が製 する

ン ン ウ イ ン 次電 は、 ・自 発 しにくく が いことに 、 部
が いため な 放電が で、 地にも いなどの特徴を持つ。

また、 ウ イ ン電 製 時は、 の が であるため、 はドライルー で製
する があるが、 社と東北大学 科学 同 センター（ I ）との 同 により、
ドライルー ではない での製 が となり、 ーザーニー にきめ かく応じた ロ

生産にも対応できる。
記特 から ーラーシステ ・ や 地 、産業 ロ への活 が られて

おり、今後は い と長 が められる 電 や 、農業 などの定 型電 の
か、 温特 を活かした太 光発電 バイスなどへの活 などを んでいる。

社は 地 における ネルギー 産業の振興・ 大と 地 興の一助となるべく、
となった地元 学 の 地・ を本社 として活 し、 を 出するなど地 の振興に

も取り組んでいる。
地 温暖 対 として が められるなか、 電 は 生 ネルギーの 定使 にも貢

献することができる。本 がもの くり現 における様々な の一助となり、 の新
における発展に大いに することが される。

11七十七ビジネス情報　2023年新年号（ 100）2023 1 4



イ ージ

の
社は「より で 心な出産をすべての さんに」を 理 とし、 産対 とし

て「 I」を活 した で できる 計を開発。従 の 理 運 を 出する
計では 出することが しかった、より の を ることで、 出生
の を す。

冨田　　尚 氏

の
企 業 名：株式会社クラウドセンス

代 表 者：代表取締役　冨田　尚

　　 ：宮城県仙台 木町 1003号

設   年：201 年

業　　種： 製

 本 金：17 5 万

従業員数： 名

株式会社クラウドセンス
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の「 ア
ー」

の

製品

スク

受賞の理
が では 年 0万人が出生しており、そのうち 30 程度が 産などの スクが いとさ

れている。 産により発生する は 300 を 、その大半が 出生 の出生後の
I にかかる である。

社は 産対 として「 I 新方式ウ アラブルセン ー」による 計を開発。クラウ
ド型とすることで ータを ーバーで しモニタ ン する。

Iは ない学 量で、 数の に まった 号 から 号の特徴量を に
、それ れ にかつ同時に 数の 号を 出することができる。これは東北大学で開発さ

れた世界で 一の であり、 ・ が 発生しない I である。この を活 す
ることで、 に設けたウ アラブルセン ーで された 号 から 心電、 心電、
子宮 電などを同時に して 出する。

従 の 計は の 理 運 を ずみ計で観 するもので、 31 の が1,500
ラ に十 発 した状 でないと、その ずみ量が さいため に 定できない があっ
たが、 社製品では心電 を 出するため従 よりも 度が く、 22 から
であり、1,000 ラ の さい であっても、 を 出することができる。

また、セン ーをウ アラブルにすることで は日 生活の で でき、 出 は アルタ
イ でクラウド ーバーに されるため、 地から の を受けることができ、いつ きる
か からない を に 出し、 送の により 産の などを とする。

社製品により、より で 心な出産をすべての に提供することが となり、 の
など社会に貢献することが される。
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スタン ード大学

東北大学 院

の
社は2020年に設 された東北大学発 ン ャー企業。 者における「

シャン 」を する新たな を開発・ することで、今までにない治
法を 現 に提供し、 に新たな を り出す。

梶山　　愛 氏

の
企 業 名：クレインバスキュラー株式会社

代 表 者：代表取締役　梶山　愛

　　 ：宮城県仙台 町 403

設   年：2020年

業　　種： 開発

 本 金： 万

従業員数： 名

クレインバスキュラー株式会社
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ニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネスニュービジネス
助成金
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「 」
の ・ の の

の

バイス

受賞の理
の が しく した 者に となる治 が 治 であり、 治 の とつとして

がある。 では の から を取り出し、 を して の を
取り き、 び に さ る。34万人の 者を る 現 における として、
によって に 製された 「シャン （ と を わ たもの）」が し、
ができなくなることが られる。

シャン を治 するためには、バルーン テーテルによる を実 するが、この
は 者に い みを うう に 本 治 ではないために 発 が く、年 で1 万 も実

されており、この方法では 者への が大きい か、年 450 の や 従事者の
も発生している。
シャン の は、シャン にかかる な 力 とされている。 社はそれを
するシャン 状に成 する「 シャン モ ン バイス」を開発（ 実 ）し、

のシャン 製 の に 者に し、 の発生を することを す。
シャン である の な 力 は、 社の により 数種 するとされて

いるが、 製品においてそれらの 数 てに対応したものはなく、これらを しなけ
れ 数が しないことは 現 において らかとなっており、 において を
する な製品は 社製品のみであり、製品の 力は い。

本製品の 現 への供 により、新たな治 法が され、 者の を するとともに、
従事者の や など 現 ならびに 財 への貢献が される。
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社

本社

の
社は「 れた を る誇り き 人」を 業の に、「光と電子の を く」

をスロー ンとして「光」を 心とした様々なもの くりに んでおり、 発光 出
、レーザー 種 の開発製 および 社事業を事業展開している。

社の開発した「 ル ネ センスアナライザ」は世界 度の光 出 である。

山田　理恵 氏

の
企 業 名：東北電子産業株式会社

代 表 者：代表取締役社長　山田　理恵

　　 ：宮城県仙台 太 山 14

設   年：1 年

業　　種：電子 応 製

 本 金： 0 万

従業員数：3 名

東北電子産業株式会社
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「 ネッ スア 」 い
の ・

の の

Dドライバー

ル ネ センスアナライザ社

受賞の理
40年 に 社と東北大学の産学 で開発した世界 度の光 出 「 ル ネ セン

スアナライザ」は人の には ない な光を る である。
様々な は すると「 ル ネ センス」と れる な光を発する。従 の を
出する方法は 学 、 理 な方法であり、ある程度 が進まないと が ないという
があるが、この「 ル ネ センス」を 出することで従 の の方法では ない 、

量な を ることができ、 度な 方法として活 することが となる。
本 は一 な発光 定 と して 100 度であり、 を いずに その

ものから な発光を ることができる。現 に ー ーはおらず、長年の ・
定実 から様々な ンプルに対応した 定 法、 ノウ ウを持っていることから 社の
は い。

発光計 方法の 度が いという に対応するため、201 年「 からの 発光
を 出する方法」として I を、2022年「 子 の 方法」としてI を 次い
で取 。 の として められたことから、新 事業として「本 を活 した
進事業」を、 としてプラス ク業界に け展開する。 ーザー においては本 による
方法を いることで、新 開発時の 定 ・ 、開発時 の 、品 理の な
どの が られる。

社 の活 により、今まで なかった を た、 定で 品 なプラス ク製品の
製 や、 イクル の による 活 の推進、 プラス ク対 として 定で れに
くいプラス クの開発など、 ・社会 の への貢献が される。
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社員とともに

の
社は 受 の生産・ ・ を行う。 から した受 を培 し、

に し、 から を産ま る。 社は東北で 、 でも の受
数の実 があり、 社の 力と 社特 である「子宮 模型」を活 した受
の 者 成を行うことで受 を供 し、 産農 の を す。

菅原　　紀 氏

の
企 業 名：株式会社ノースブル

代 表 者：代表取締役　菅原　紀

　　 ：宮城県仙台 木343

設   年：2011年

業　　種：農業・ 業（ 受 の生産・ ）

 本 金：30 万

従業員数：10名

株式会社ノースブル
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「 」 受
成 い い成 の受

の

受

業

受賞の理
社は 農 から受 を い取り、 受 さ た受 を培 し 農 が てる に

する。 農 は、受 を 社に ることで を ることができ、一方、 農 は の
が であるが、産まれてくる を の の で取引される として することがで

きる。これにより、 農 ・ 農 ともに新たな設 を と ず農 の に大きく
することが となる。

しかし、受 が しない として 者の 足が られている。 、 、
培 の は 人 な部 が大きく、一 の が の子宮 を して子宮に受 を
さ る であるが、 の 会は 業を した などに られ、学 が ない も

とされる。
社は数 くの 実 があり、 、 、培 てで 数名の を 。 社の特

である「子宮 模型」を いて を行うことで、 から まで一 の を自
社農 で に学 ことができるため、 い成 の受 を行うことが となっている。
また、 に 新 の ・ を行うため学会での 発表 を行い、 の ・実
を行っており、付 を めることで 益 を している。

農 産 の 計によると の を する農 は1 5年に 17万 あったが、2021年
には 4 2万 と 75 が 農している。 には 日を十 に取 できないことや の に
が がらないなどの が られている。 社の を活 することで、 産農 の に
つながるとともに、 の 数を やさずに の生産量を やすことで、地 温暖 の原 の一
つである温室 スの 出を ることができる。

社の取組みにより ・ 農 の と を た持続 な の供 が さ
れる。
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１．応募件数

２．応募企業の状況

（ ： ）
第20回

（2017年度）
第21回

（201 年度）
第22回

（201 年度）
第23回

（2020年度）
第24回

（2021年度）
第25回

（2022年度）
七十七ビジネス大賞 11 15 7 12 20 13

受賞企業 2 2 2 2 2 2
七十七ニュービジネス助成金 3 31 42 53 3 30

受賞企業 5 5 5 5 5 5
　　　計 50 4 4 5 5 43

（1）本社（拠点）所在地別
①「大賞」 ②「助成金」

仙台市
６件（46.2％）

栗原地域
1件（7.7％）

仙台地域
（除仙台市）
1件（7.7％）

気仙沼地域
1件（7.7％）

石巻地域
1件（7.7％） 仙南地域

3件（23.1％）

仙台市
21件（70.0％）

石巻地域
4件（13.3％）

仙台地域
（除仙台市）
4件（13.3％）

仙南地域
1件（3.3％）

（2）分野別
①「大賞」 ②「助成金」

その他
5件（38.5％）

食品
3件（23.1％）

医療・福祉
2件（15.4％）

機械・メカトロ
1件（7.7％）

環境・エコ
1件（7.7％）

建設
1件（7.7％）

IT
6件（20.0％）

食品 1件（3.3％）

その他
17件（56.7％）

エレクトロニクス
1件（3.3％）

環境・エコ
1件（3.3％）

医療・福祉
4件（13.3％）

（3）創業（設立）経過年数
①「大賞」 ②「助成金」

0年以上～
10年未満
2件（15.4％）

30年以上～40年未満
3件（23.1％）

10年以上～20年未満
1件（7.7％）

50年以上
5件（38.0％）

40年以上～
50年未満
2件（15.4％）

6年以上～
9年未満
9件（30.0％）

0年以上～
3年未満
5件（16.7％）

6年以上～
9年未満
5件（16.7％）

9年以上～
12年未満
2件（6.7％）

15年以上
9件（30.0％）

仙南地域

仙台地域

仙台市

石巻地域
大崎地域

栗原地域
登米地域

気
仙
沼
地
域

仙
台
地
域

第25回（2022年度）「七十七ビジネス大賞」
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３．応募企業の過去５年分野別推移

（4）応募回数
①「大賞」 ②「助成金」

（1）「七十七ビジネス大賞」

（2）「七十七ニュービジネス助成金」

4回
1件（7.7％）

2回
1件（7.7％）

3回
2件（15.4％）

5回
1件（7.7％）

初応募
8件（61.5％）

0

20

40

60

80

100食品

建設

住宅関連

機械・メカトロ

エレクトロニクス

I T

環境・エコ

バイオ

医療・福祉

その他

%

25.0

8.3

8.3

58.3

25.0

5.0
5.0
5.0
5.0
5.0

50.0

23.1

7.7

7.7

7.7

38.5

15.49.1

9.1

18.2

18.2

27.3

18.2

13.3

20.0

6.7

20.0

20.0

20.0

42.9

28.6

28.6

第24回
（2021年度）

第25回
（2022年度）

第21回
（2018年度）

第20回
（2017年度）

第22回
（2019年度）

第23回
（2020年度）

0

20

40

60

80

100食品

建設

住宅関連

機械・メカトロ

エレクトロニクス

I T

環境・エコ

バイオ

医療・福祉

その他

%

5.6

8.3

5.6

47.2

22.2

2.8
2.8

2.8
2.8

20.0

3.3
3.3

3.3

56.7

13.3

7.5

7.5

7.5
5.7

11.3

37.7

18.9

3.8

第24回
（2021年度）

第25回
（2022年度）

38.1

11.9

4.8

4.8
7.1

2.4

2.4

11.9

11.9

4.8

第23回
（2020年度）

第20回
（2017年度）

23.1

5.1
5.1

10.3

5.1

2.6

7.7

15.4

25.6

第21回
（2018年度）

25.8

22.6

3.2
6.5

9.7

9.7

6.5
3.2

6.5
6.5

第22回
（2019年度）

5回以上
3件（10.0％）

2回
5件（16.7％） 初応募

21件（70.0％）

4回
1件（3.3％）

「七十七ニュービジネス助成金」の応募状況について



東北学院大学は、宮城県仙台 、 、 城 に し、学部 学部1 学科、大学院 科11
に 11,000人の学生・院生を する東北・北 地 大の 大学である。プロテスタン

のア 人 ーイと バンド出 の日本人 方 によって1 年に開設された仙台
学 に し、その 年後には、キ ス の ・ を す「東北学院」（

）に名 した。1 4 年、新 大学に し、東北学院大学となった。開設が第 学 より
わずかに く、20万人に達する 業生を送り出し、 業生が地元の 界において活 していていることから、
東北の人々から「学院大」の で しまれ、今日に んでいる。

「アー ス 」
の

スの の

大 大 	
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「 	 	 1 0」の
130 年を た201 年、学 法人東北学院は 長 計画「 150」を公表した。

長 計画は、「 たかに学び　地 へ　世界へ　―よく生きる、心が つ東北学院―」を 言 に、203 年に
る 150 年までを一 5年、 に亘り実行し、 150年の東北学院の を らかにしようと

いうものである。第一 から まる 長 計画の 玉が「東北学院大学キャンパス 計画」（大学アーバン
キャンパス）なのである。

東北学院大学は、「地 一 」の暖 に して、世紀 までは順 に発展してきたとい る。新 大学
とはい の 学 の れを 学部と 学部。特に 学科を 学部は によって設 さ
れた大学のブランド・イ ージを する 学部であり続けた。1 2年、 度 成長 における ンジ
ニアの に応 るべく 城 に設 された 学部。1 5年、東北地方において東北大学 で めて設

され、 占 地 を 受した法学部。1 年、仙台 の キャンパスに 年生を すと同時に
設 された 学部。そして、200 年、 学部 学科が学部として した 学部の 学部である。

ところが、今世紀に り、 子 、人 社会が となり、とりわけ東北地方における人
が の地 を大きく 回るようになると、東北学院大学の 願者は に じた。それ かりでなく、東
北 県はもとより、北 、新 県、北 東 県からも 願者を めていたのに、いつの にか、宮城県、そ
して仙台 出 の 学者の が まる が くなり、東北学院大学は を ていた。

ス
東北学院大学は、仙台都心にある土 キャンパスに 年生4,000人、仙台 の キャンパスに
学部と 年生の5,000人、 城 のキャンパスに 学部2,000人の学生が学んでいる。

「 150」において「東北学院大学キャンパス 計画」を公表した理事会は、都心におけ
るキャンパス 地の取 に に いた。まず東北大学から土 キャンパス 地を取 した。これによ
り、都心にある土 キャンパスは、 4 2 クタールから 5 5 クタールへ した。取 地には、東北・
北 地 大のアクテ ブラーニン 設を した21世紀 が てられ、本学の三 の一人である

ーイ にちなんで「 ーイ記 」と 名された。
また土 キャンパスから どの にある仙台 院 地の活 に わる事業者公募に応募し

て、201 年12月、仙台 から事業者として 定された。これにより、仙台 から1 の地 北 五橋
の 1 7 クタールの土地を取 することができた。その後は 計画に して仙台 の に く

への 会を て、株式会社 をおもな 者として 事が まった。これが、本年
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2023年 月に供 を開 する五橋キャンパスである。五橋キャンパスの供 により、仙台 の キャンパ
スと 城 にある 学部のキャンパスを し、 キャンパス の7,000人の学生が新キャンパスに 。
本学の11,000人の学生が都心に し、 に行き のできる土 と五橋地 のワンキャンパスに でき
るようになった。

大都 における都心型キャンパスとい 、ビジネスビルや テルのような 一 型の をイ ージ
するが、五橋キャンパスには、 つの を てることができた。ランド ークの役 を たす1 ての

は、73 ー ルの さであり、仙台 はもとより、太 と を一 できる。 から に設
されるアクテ ブラーニン の 設は、 ーイ記 の 設の1 5 の 模である。本 は本学の三 の

一人で、東北学院 興の である ・シュネー ー にちなんで「シュネー ー記 」と 名された。
キャンパスの に する ール は、一 が学食、その は、1,000人 の ールである。 キャ
ンパス にある ランスのアル レ ド・ ルン社製 のパイプ ル ンを 設し、大学 が行われる
が、地 型の ールとして にも開放される。こちらは本学の三 の一人である 方 にち
なんで「 記 ール」と 名された。 記 ールと かい っているのが である。7 てで
あるが、 業 時の を回 するために、 ス レーターは まで じている。また一 には、お
もに 学部の ・ 設が る が ち、 室と実 室が対になった ニ が されている。
なおキャンパスとして、 とつのまとまりをもた るために、 つの の 部 は ン という

ス アン キ（回 ）で れている。
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の
東北学院大学において、 学 が進展したのは、200 年に 会大学部会により「学 程
の に けて」を発表された時である。大学の ローバル 、 ニバー ル が進行する で、大学の

や の を め、「学 力」の を らかにした は、キ ス による人 を「 学の
」とする本学の における を した。その 、「 ーシ ク」科 という 学 科

が 生し、コ ュニ ーション力、 理 力、 力、 としての社会 を る キュ
ラ が組まれた。

また、 長 計画「 150」を実行するための学 組 も進展した。 学 に して、
理事会は を れるために 心であり、 員は、自 たちの 組 でもある学部 会の を
に、大学 会、 会という 学 な 定 において に し い、 学 は一 も進展
しないというのが伝 な大学の組 である。しかしながら、東北学院大学においては、 学
に して、 学 な 学 会でも 学 員会 でもなく、学長のイニシアテ ブの に大学と法人が を

する「 学 推進 員会」が 定 であり、 の 度で開催されるようになっている。もちろ
んこれは、大学の なので、現理事長 法人役員の出 は ブザーバー であるが、 が日
になされているので、 員会での 定が法人理事会においても されるという 心 があり、学長、 学長、
おもな 員部長という大学執行部と学部長との は、 会 の 対 を みながら、それを り
て、 学 の ンジンの役 を たしている。

のプロ ス
は201 年4月に大学 の をつけた 本 郎学長の後 として学長に した。 後、東北学院

大学が ている をブレイクスルーするための つの を 学 推進 員会に かけた。「
に する 」「新学部に する 」「 に する 」がそれである。

に して　 ーシ クという新しい科 ができたものの、 の新しい みは、
なことにおもな 部 であるはずの 学部の で組 されていた。1 1年の大学設 の大

、 は 学部に する 学 科 として、 の大学において 々 々の が り ら
れ、 大学は、 組 の を なくされた。本学においては、 学部は も しているが、「

」という と、「学部」という特 の の に かれていた。
新学部に して　 学部は、学部としては人 科学科、言 学科、情報科学科、地 想学科とい

う 学科で 成されており、 員はいずれかの学科に している。それ れの学科の において、 人数
の を生かして、きめ かい がなされており、 い を ている。

に して　「 の東北学院」という対 に して、 学生のインバウンド、アウ バウ
ンドの実 が数あるキ ス 大学の でも ない。 だけが ではない、東北という地方において

者の が大 だという があるが、 ローバル の は 応なしに地方にも し ている。世界
な を 、 であれ、アジア であれ、コ ュニ ―ション 力を する人 が である。
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に対する は、 学 推進 員会で された。それを受けて、2020年11月 日に「 つの
を ま た（学長）提 」として、新たな 学部5学科の 出による設 を、新キャンパスが供 を開 し、

「ワンキャンパス」となる2023年 月に実現することを提 した。すなわち、地 学部地 コ ュニ ー
ション学科・ ザイン学科、情報学部 ータ イ ンス学科、人 科学部心理行 科学科、 学部

学科である。そのために 学部4学科、新学部と が近い 学部 生社会 学科、 学部情報
学科が の対 となった。

同11月1 日に 学 推進 員会で され、2021年 月より 学組 推進室を設 し、 くに時
を やして学長提 を し、 会の同 を た。その 、 キャンパスに出 いてのキャンパスタウン ー
テン の開催、 で られた 大な 事 に対する での回 など な を心 けた。 学

会や 学 員会 おいて された後、新学部設 員会が組 され、3つの シー、そして
程が 成された。その後は、学部 組 学会 （ 長 学長）における を て、2022年 月、設

が 部科学 に受理された。

東北学院時報2022年 月15日発行号より
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新学部発足の に れているが、一 の 学 の で、これまでの学部 の大学 に を すため
に、 学 会 を設 し、 の に をおもに する センター、新しい大学 を

ードする 開発室を設 した。時代の や地 の を う学 な新学部新学科と んで、これ
からの本学の を り開くことが される。東北学院大学は、2023年4月から、従 の三キャンパス（土

、 、 城） 学部1 学科から都心型ワンキャンパス（土 ・五橋） 学部15学科へと大きく わろうと
している。

2022年 「 4年度 部科学 の大学 生 推進 ジタルと ける ブル ジャー大学院
事業　 プロ ラ 」に 定され、 学 科が情報科学 とコラ レーションして

学 ータ イ ンスの学 を取 できるよう を進めている。本学は「東北の地 発展を う ータ
イ ンス人 成事業」というテー を掲 、地元企業 界から人 を受け れ、今まで 都 に れて

いた な人 を地元に 元していきたい。
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財団情報 「七十七ビジネス情報」は、1 年 月27日の 号発行から25年、 半世紀
の時を て、本号で100号を ました。この 、 方 の 様から、原 のご執筆や取 のご

力を り、 にありがたく じます。
本100号の発行にあたり、これまでの 号の 言「 」および 載「 の 味」、また、

情報 の人気企画であったシ ー 「対 」および「 人に学 」のタイ ルならびに執筆
者の一 を掲載さ ていただきます。お しいなかご対応いただきました 様に、 めて く

を し ます。
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「七十七ビジネス 」 ご い い100号
記	念

	

掲載号 タイ ル 執筆者（ は 時）

1号（1 ） 新しい振興財団の発足を して 東北大学 長　阿部　 之 氏

2号（1 ） 自 ・自助・自 が ン ャー事業を てる 社団法人みや 業会
会長　 　 氏

3号（1 ） がん れ、ニュービジネス 公 会計 　阿部　 氏

5号（1 ） 産業 生元年をめざして 宮城県 事　東 　　 氏

号（1 ） 新世紀・仙台を う ン ャービジネスへの 仙台 助役　 藤　 氏

7号（1 ） 新産業を る 財団法人半 振興会
長　西 　 一 氏

号（2000 ） ン ャービジネスへの と提言 宮城県 事　 木 一郎 氏

10号（2000 ） 学都仙台と大学 東北学院大学学長　 　　 氏

11号（2000 ） 社会の の科学 東北 業大学学長　 　 一 氏

13号（2001 ） レン を できるか 東北生産 本部会長　 　 氏

14号（2001 ） 設事業と ン ャー 宮城大学学長　 田　　 氏

15号（2001 ） 力 財団法人みや 産業振興
理事長　 井　 樹 氏

17号（2002 ） まち くりから地 産業へ 財団法人宮城県地 振興センター
理事長　大 　 一 氏

1 号（2002 ） ニュービジネスと ローバル 宮城県 企業団 会
会長　佐 　 氏

1 号（2002 ） ロ コンで活力を 東北生産 本部会長　田 　 郎 氏

21号（2003 ） 大学と地 東北大学 長　 本　 氏

22号（2003 ） 宮城県の産業振興への取り組み 宮城県 事　 　 氏

23号（2003 ） 産学 、 つの 宮城大学学長　 　尚 氏

25号（2004 ） 地 産業 に すること 東北大学大学院 学 科
　大 　 一 氏

言「 」は、新年号を く 号（新年号は、 財団理事長・代表理事の年 ご挨拶を掲載）に、財団
役員および県 界 者の方々からご執筆をいただいております。
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掲載号 タイ ル 執筆者（ は 時）

2 号（2004 ） 発想のきっかけ 大学学長　 　 氏

27号（2004 ） 業274社の地 活 への 同組 仙台 センター
理事長　 田　 一 氏

2 号（2005 ） 21世紀の 力と人 くり 社団法人みや 業会
会長　 田　 一 氏

30号（2005 ） 新しい生産 運 への模 東北生産 本部会長　 藤　 氏

31号（2005 ） イー ルスと地 振興 仙台 会 会 　 　 氏

33号（200 ） 力ある東北の と発展のために 社団法人東北 会
会長　 田　 一 氏

34号（200 ） 自 産業 に けて 宮城県 事　三 　 一 氏

35号（200 ） 自 な産業 の 成による都 の活 に
けて 仙台 長　 井　 孝 氏

37号（2007 ） 東北発のイノ ーション「 気記録」 東北 業大学
理事長 学長　 　 一 氏

3 号（2007 ） 県宮城の実現を して 宮城県 事　 藤　 氏

3 号（2007 ） 東北の での仙台の役 仙台 長　 子 氏

41号（200 ） 地 イノ ーションと東北大学の役 東北大学 長　井 　 氏

42号（200 ） 新たな 学 の発展を する
―日本の 進地・仙台―

学 法人東北学院学院長
東北学院大学学長　 宮　　 氏

43号（200 ） 地 の 台 を る大学をめざして 大学学長　 田　　 氏

45号（200 ） 社会の持続 と人 成
― ロンテ アの発 から

財団法人みや 産業振興
理事長　 氏

4 号（200 ） 産産 による 産業の 成と製 業の 社団法人みや 業会
会長　 田　 興 氏

47号（200 ） 人 半 の世紀に けた地 くり 大 一 都 ザインワークス
大 　 一 氏

50号（2010 ） 地 産業と世界 財団法人みや 産業振興
理事長　 　 人 氏

51号（2010 ） 東アジアとの ・ と東北の発展 社団法人東北 会
会長　 橋　宏 氏

55号（2011 ） 仙台 の 興と地 産業振興に けた取り組み 仙台 長　 藤　 氏

57号（2012 ） 「 は び」 東北生産 本部会長　 木　　 氏

5 号（2012 ） の産業 興と 県 宮城県 事　 生　 氏

5 号（2012 ） 東日本大 からの 興と地 イノ ーション 公益財団法人みや 産業振興
理事長　井 　 孝 氏

1号（2013 ） 東北の 興・日本の 生の を して 東北大学 長　 　　進 氏

2号（2013 ） 地 産業の振興に産 をご活 ください 行 法人産業
東北センター 長　三 　　 氏

3号（2013 ） 人 から人財へ 東北生産 本部会長　 藤　 氏

5号（2014 ） 後 者 は 大の 宮城県 企業団 会
会長　今 　 之 氏

号（2014 ） 「大都 と地方」 学 理事
仙台 学 長　 田　 氏

7号（2014 ） 地方 生と の活 一 社団法人みや 業会
理事長　 　 樹 氏

号（2015 ） 地 産業振興を る 宮城大学理事長 学長　西 　　 氏
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掲載号 タイ ル 執筆者（ は 時）

70号（2015 ） 「産・学・ 」を る 株式会社インテ ジ ン コスモス
代表取締役社長　 本　尚 氏

71号（2015 ） ての は取り けるか 学 法人東北学院理事長
東北学院大学学長　 本　 郎 氏

73号（201 ） 東北を想う 東北生産 本部会長　 部　 氏

74号（201 ） 77 年、東北 科 科大学として新たな
スター

東北 科 科大学
理事長・学長　 　元 氏

75号（201 ） プロジ ク の と新しい東北の 生 一 社団法人東北 会
会長　 　　 氏

77号（2017 ） 興から産業 出へ 大学学長　 　　 氏

7 号（2017 ） 生産 を て地方を元気に 公益社団法人仙台 法人会
会長　 　 氏

7 号（2017 ） 「 5 0」 宮城大学理事長 学長　 　 氏

2号（201 ） 興 後を た地 の活 と
企業 の振興 宮城県 事　 　 氏

3号（201 ） 地 活 に けた つの新たな に
ついて 仙台 長　藤本　　 氏

5号（201 ） 社会とともにある大学の を して
と を する東北大学 東北大学 長　大 　 氏

号（201 ） さな力 株式会社 ーキン
代表取締役執行役員社長　 山　 典 氏

7号（201 ） 金会計理 のご紹介 公 会計 　後藤　元一 氏

号（2020 ） 持続 な地方実現のために 東北生産 本部会長　 　 氏

0号（2020 ） 「本県の 活 に けて」 宮城県 事　 藤　 氏

1号（2020 ） 新型コロナウイルス に対する取組みに
ついて

宮城県 会
会長　 田　 幸 氏

3号（2021 ） コロナ禍とどう き うか 公益社団法人仙台 法人会
会長　島田　 氏

4号（2021 ） に められる ー ーシ プ 東北大学大学院 学 科
　藤本　 氏

5号（2021 ） ーンなイノ ーションを 東北 業大学学長　 　 氏

7号（2022 ） の伝 について 一 社団法人みや 業会
理事　 　 氏

号（2022 ） 次世代にパスをつな 宮城県 会
会長　大 　 之 氏

号（2022 ） を らす光 株式会社 ーキン
代表取締役執行役員社長　 　 氏
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	私の趣味

掲載号 タイ ル 執筆者（ は 時）

10号（2000 ） （ランニン 、 ル ス・プレス ー） 宮城県 事　 　 郎 氏

11号（2000 ） （ の ） イ株式会社
代表取締役会長　 井　 氏

12号（2001新年） （スキー） 仙台 長　藤井　　 氏

13号（2001 ） （日本 ） 社団法人みや 業会
会長　 　 氏

14号（2001 ） （ き の ） 長　 井　 一 氏

15号（2001 ） （ の自 ） 株式会社藤
代表取締役社長　藤 三郎助 氏

1 号（2002新年） （ ） 長　菅原　 氏

17号（2002 ） 金の 状 北新報社社 会長　一力　一 氏

1 号（2002 ） ス レス は で 長　佐々木 次 氏

1 号（2002 ） ジタルか か 東北電力株式会社
取締役会長　 島　 氏

20号（2003新年） きながら を じる 東北 産業 長　本城　　 氏

21号（2003 ） 味は実益を て 宮城 学
名 長　 　 子 氏

22号（2003 ） 「 味 」 日本 行仙台 長　 　 氏

23号（2003 ） と と 株式会社 テル佐
代表取締役社長　佐藤　　 氏

24号（2004新年） をドライブに れてって 東北財 長　井 　一 氏

25号（2004 ） から た地 温暖 の イ株式会社
代表取締役会長　 井　 氏

2 号（2004 ） 都・ 東北 産業 長　本部　 氏

27号（2004 ） のために を 　三島　 郎 氏

2 号（2005新年） 、 光年 田　 氏

2 号（2005 ） テニス 東日本 株式会社
取締役仙台 社長　 木　 一 氏

30号（2005 ） 出会いから生まれた 事人くみあい 株式会社 山 設計 理事
取締役　 山　 子 氏

31号（2005 ） ー ン ライ ー 　 　達 氏

32号（200 新年） ワシン ン 行の想い出 仙台 長　 原　 氏

33号（200 ） お との出会い、その 力 宮城県 事　 井　 氏

34号（200 ） ちテニス 東北財 長　 本　　 氏

35号（200 ） くり 株式会社東北 ンドレ ド
代表取締役社長　名 　 氏

3 号（2007新年） は、 　 ・・・ 株式会社よろ
取締役　一力　 子 氏

37号（2007 ） スノーシューの 力 日本 行仙台 長　橋本　 人 氏

3 号（2007 ） 「 の」 き・ウ ーキン 東北財 長　金田　 次 氏

第10号（2000年 ）より、県 界 者の方々からご自 の「 味」に する 筆をいただいてお
ります。（なお、第1 号までは特にタイ ルがございま んでしたので、 部にて を 記さ てい
ただきました。）
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	私の趣味
掲載号 タイ ル 執筆者（ は 時）

3 号（2007 ） 音 こそ人生 日本 行仙台 長　 　 氏

40号（200 新年） 味人のジ い 東北 産業 長　 光一郎 氏

41号（200 ） とス ク 東北財 長　 　 氏

42号（200 ） タ 三 の生産 宮城 タ自 株式会社
代表取締役会長　後藤　 幸 氏

43号（200 ） 定 の 第一ビル株式会社
代表取締役会長　佐々木 一 氏

44号（200 新年） 社　 社
宮 　 　　三 氏

45号（200 ） 味 東北財 長　大 　　 氏

4 号（200 ） 味 日本 行仙台 長　 田　一 氏

47号（200 ） 一生幸 になりたけれ ・・・ ・ ー・ ー株式会社
代表取締役社長　 地 氏

4 号（2010新年） 名 の い出 社宮 　 　 氏

4 号（2010 ） をドライブして 東北財 長　 山　一 氏

50号（2010 ） 自 と 画 東北 産業 長　数井　　 氏

51号（2010 ） 読 ル 仙台 長　 山恵 子 氏

52号（2011新年） 第 の 味 株式会社東日本放送
代表取締役社長　 藤　 氏

53号（2011 ） での名 ・ り 東北財 長　 部　 氏

54号（2011 ） ラで いたアウ ドアク キン 宮城大学理事長 学長　西 　　 氏

55号（2011 ） と 株式会社仙台放送
代表取締役社長　 　次 氏

5 号（2012新年） 味は 東 レク ロン宮城株式会社
取締役会長　 　 樹 氏

57号（2012 ） に れてって 東北 産業 長　 　 治 氏

5 号（2012 ） 自 大学学長　 田　　 氏

5 号（2012 ） ワインを し ラス 株式会社
取締役　 達 子 氏

0号（2013新年） 人 での 味ビジネス 日本 行仙台 長　後　　 氏

1号（2013 ） 本 の 東北 産業 長　山田　尚 氏

2号（2013 ） 温 め りとジョギン 東北財 長　北 　　 氏

3号（2013 ） 画万 株式会社仙台三
代表取締役社長 長　 　 一 氏

4号（2014新年） テニス　 きや ん 東北 産業 長　 本　 氏

5号（2014 ） 仙台 ル、 アテーク、 ルキュール・
ワロ 東北財 長　 本　　 氏

号（2014 ） 団 ―やるも し、 るも し 日本 行仙台 長　 橋　 一 氏

7号（2014 ） イ ージ・クライ ン ーキン株式会社
代表取締役執行役員社長　 山　 典 氏

号（2015新年） 今年こそ 味 活 東北財 長　 本　 樹 氏

号（2015 ） 一 、一 、 く 東北大学理事　進藤　 氏
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	私の趣味
掲載号 タイ ル 執筆者（ は 時）

70号（2015 ） アクテ ブ・ロン ウ ーキン 開発法人産業
東北センター 長　 田　宏 氏

71号（2015 ） け足ながら 社 ・地元発 日本 行仙台 長　 　 樹 氏

72号（201 新年） 「 I （ I I ）」 株式会社宮城テレビ放送
代表取締役社長　 藤　 氏

73号（201 ） 記 の 東北財 長　 　一郎 氏

74号（201 ） の 仙台ター ナルビル株式会社
代表取締役社長　新 　 氏

75号（201 ） の の 株式会社東日本放送
代表取締役社長　佐藤　 氏

7 号（2017新年） たがわのタ 東北 産業 長　田 　 幸 氏

77号（2017 ） き めたものへの愛 東北 業大学
学長 理事　今 　　 氏

7 号（2017 ） のバロ ータ 仙 業株式会社
代表取締役社長　 田　 氏

7 号（2017 ） いざ、東北の山々へ 東北大学理事　 島　 氏

0号（201 新年） ウインド ー ンをご ですか 日本 行仙台 長　 島　　 氏

1号（201 ） と東北 東北 産業 長　 　 氏

2号（201 ） 味の 株式会社仙台放送
代表取締役社長　 木　 氏

3号（201 ） 応なしのウ ーキン
（ イ ーレスの わ ） 日本 行仙台 長　 本　 樹 氏

4号（201 新年） 代東山 に いを て 東北財 長　 田　　 氏

5号（201 ） あって 社、 っています 日本 新 社
仙台 長　 　　 氏

号（201 ） テニス 開発法人産業
東北センター 長　 藤日出 氏

7号（201 ） 「 達の 」 ン・ ン・バウテ スタ号の 東北学院大学学長　大西　晴樹 氏

号（2020新年） 心が じて ニアに 株式会社仙台三
代表取締役　山室　　 氏

号（2020 ） ブラタモ なランニン 東北財 長　原田　 氏

1号（2020 ） にたくさんいた 時代の 東北大学名 　 　　新 氏

2号（2021新年） アウ ドアライ を 本とした 生活 東北 産業 長　 　 氏

3号（2021 ） 年 発 クラブもの くり 室 一 社団法人宮城県発 会
会長　 橋　 氏

4号（2021 ） 理の しみ 日本 行仙台 長　大山　 介 氏

5号（2021 ） 観 の 活 から へ 東北 株式会社
取締役社長　宮本　 氏

号（2022新年） のお 時 株式会社仙台三
代表取締役社長　 　 紀 氏

7号（2022 ） 味と実益を ての 東北財 長　 　 樹 氏

号（2022 ） アキバ 味 ラジ からアニ まで 東北 産業 長　 井　 生 氏

号（2022 ） 成レ ロバ テ ン センターへようこそ 開発法人産業
東北センター 長　 名　 氏

100号（2023新年） 万年筆への憧れ 株式会社宮城テレビ放送
代表取締役社長　玉井　忠幸 氏
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掲載号 タイ ル 対 者（ は 時）

5号（1 ） るさと宮城に き い 　　　　　　　　　　菅原　 太 氏
財団理事長　　　　　　　 　 行

号（1 ） みや を愛して を がう アプロ ュー ー　 子 氏
財団理事長　　　　　　　 　 行

7号（1 ） っ ちが人を る キャスター　　　　　　　生島 ロシ 氏
財団理事長　　　　　　　 　 行

号（2000新年） を いた日々　 の都仙台への い 　　　　　　　　　　 　けあき 氏
財団理事長　　　　　　　 　 行

号（2000 ） 自 への ル ーレ 　　　 藤　　 氏
財団理事長　　　　　　　 　 行

ご対 いただいた方々は、宮城県に かりがあり、県 に と と活力を るとともに、 に
るさと宮城 の 力を ・発 する「みや 大使（現：みや 大使）」として宮城県から された

方々であり、宮城に対する い出やアドバイスなどをお か いただきました。ご なス ジュール
のなかご対応いただき、 めて し ます。

情報 の人気企画として、宮城県に が く 界でご活 されている方々と 財団 行理事
長（ 時）との「対 」、また、同氏が「宮城 人」の ンネー にて執筆したシ ー 「 人に学 」の 載
がありました。

	 号 	 	

	 号 	 	

	 号 	 	

	 号 	 	

	 号 ロ 	 	
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バ クナンバーについては 財団 ー ージにてご いただくことが です。 財団 ー
ージ（ 77 ）へのアクセスについては、 記の コードをご くだ

さい。
また、 財団 ー ージへは掲載のない もございますので、 の

ご がございましたら 財団 部までお電話もしくは電子 ールに
てご ください。

	 	0 11 	
ー ア ス	 	 	

	先

掲載号 タイ ル
1 号（2002新年） りの 設　 賢者は に学

17号（2002 ） 仙台 の 生

1 号（2002 ） の

1 号（2002 ） 学都仙台　― その ―

20号（2003新年） 学都仙台　― その ―

21号（2003 ） 学都仙台　― その ―

22号（2003 ） 産学 の と新

23号（2003 ） 仙台 団地の

24号（2004新年） 治を生きた東北

25号（2004 ） 北に光を めて　― パークタウンの 設 ―

2 号（2004 ） 北に光を めて（続）　― 仙台北部 業団地の 設 ―

27号（2004 ） と仙台

2 号（2005新年） 仙台 70年の み

2 号（2005 ） 「 都」仙台の

30号（2005 ） 土が生んだ日 　　 田　 之助伝

31号（2005 ） 理大 になった元仙台 　 橋　 伝

32号（200 新年） 東北自 と東北新 　― 東北の の ―

33号（200 ） ・東 の の仙台

34号（200 ） 宮城の 　― 金の を めて―

35号（200 ） 都仙台400年

財団 代理事長・代表理事である 行氏は、「宮城 人」の ンネー に
て、シ ー 「 人に学 」を 載されました。宮城県の今日の発展にかかる く
の 人の努力に いを たこの 載は 年（計20回）の長きにわたり、 か
ら を しました。

	 ック ー い 	



学生時代、 部に し、 年半にわたって 学生 の どきを受けたが、40
年も の話である。50代半 から ル を め、仙台 を に昨 から ル スクールに
も い めたが、 味と を れる どの にはまだまだ程 い。この でご紹介できる
味はないと んでいたが、「 味 を びたモノ」を自 に 数 い んでいることに

い たった。
万年筆である。 々に数を数 てみたところ、 使いで 元に いてある 本 に50

本 どが の に っていた。
万年筆を憧れの対 として めて したのは、読 新 社で け出しの 治記者だった

3年。 された 記者クラブで、 記者の橋本五郎さん（現・読 新 特
員、テレビコ ンテーターとしてもおなじみ）が太 のモンブラン・ イスターシュ

テュ クを愛 しているのに された。 時の新 記者は ス りの 半 に 筆で原
を くのが だったが、橋本さんはインクで を さないようシャ を まくりし、モンブ
ランを 使して記事を ていた。 し出される な 気が本 にま しく た。原

には盛り めなかった取 の成 や読んだ本の 想を万年筆で日々日記に き していると
いう話にも、大いに を受けた。

いきって 方もモンブランを い めたが、太 の「14 」は でとても が出ず、な
んとか の く の「144」が愛 の ンとなった。ただ、この はし らくするとイン
ク れが 発するようになり、日々の原 きは 筆に る。そして どなくワープロの時代
に り、万年筆の使 度はさらに ることになる。

それでも、万年筆の らかく らかな き味とインクの いはやはり 力 で、その後も
に れ、 に ンショ プで 型モンブランや ごろな ン、ウ ーター ンなど

を い足してきた。
そして、 願のモンブラン14 を に れたのは 10年
。 時、 方が 部長として ていた ・読

新 ループ本社 筆が、自筆 インが な時には の引
き出しからモンブラン14 を取り出し、 々と 名をしたた
めていた様子が く、「いつかは14 」というか てか
らの願 を る引き金となった。

振り れ 、読 新 と日本テレビで役員として 事に
われたこの 年 どは、 めた万年筆たちを愛でる時 も
とんどなかったが、今回の原 執筆を にあらためて「万年
筆愛」がじわりと ってきた気がする。今年は「記者の原 」
に り、 ン の「 」に びはまってみようかと って
いる。

の

ビ

35年 で まった ンたち
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裏表紙解説

冬
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七十七ビジネス情報  第100号（2023年新年号）

新年あけましておめでとうございます。今号では、昨年11月30日に開催いたしまし
た、2022年度（第25回）「七十七ビジネス大賞」「七十七ニュービジネス助成金」贈
呈式の模様を紹介しております。式典では、受賞された企業の代表者様から一言ずつ
ご挨拶を頂戴しました。受賞の慶びや、従業員・自社製品に対する想い、そして今後
も宮城県の発展に貢献していきたいというお話を伺い、地元宮城県に対する代表者様
たちの気持ちが伝わってくる式典となりました。

次号（第101号）からは、第25回受賞企業インタビューの掲載を予定しております。
本年も引き続きご愛読の程よろしくお願いいたします。

（土生木　愛華）

編集後記

亘理いちご（亘理町）
いちごの生産量東北一を誇る亘理町で生産された「亘理いちご」です。亘理町

では温暖な気候を活かしたいちごの栽培が盛んに行われており、町の農業産出額
の半数近くをいちごが占めています。大粒ですっきりとした甘みが特徴の「もう
いっこ」という品種などを栽培しており、2017年にはこのいちごを使って「1,000
人でいちごを同時に摘み取る」というギネス世界記録を達成しました。つい「もう
いっこ」食べてしまうことから名付けられた宮城県特産のブランドいちごを味わい
に、亘理町へ足を運んでみてはいかがでしょうか。

1 「コロナ禍における努力が花開く年に」
公益財団法人七十七ビジネス振興財団　代表理事　鎌田　　宏

2 第25回「七十七ビジネス大賞」
  　「七十七ニュービジネス助成金」贈呈式

6	 受賞先の紹介（五十音順）
  「七十七ビジネス大賞」
  株式会社仙台進学プラザ 代表取締役　阿部　孝治 氏

  株式会社東北三之橋 代表取締役社長　長島　　賢 氏

  「七十七ニュービジネス助成金」
  株式会社 I・D・F 代表取締役　佐藤幸太郎 氏

  株式会社クラウドセンス 代表取締役　冨田　　尚 氏

  クレインバスキュラー株式会社 代表取締役　梶山　　愛 氏

  東北電子産業株式会社 代表取締役社長　山田　理恵 氏

  株式会社ノースブル 代表取締役　菅原　　紀 氏

20 第25回「七十七ビジネス大賞」
  「七十七ニュービジネス助成金」の応募状況について

22	 クローズ・アップ

  「アーバンキャンパス計画」をはじめとした
本学の取り組み

  ―都心型ワンキャンパスの実現と新設4学部5学科の発足―

東北学院大学　学長　大西　晴樹 氏

28	 100号記念

  「七十七ビジネス情報」にご執筆いただいた方々

36	 私の趣味

  万年筆への憧れ
   株式会社宮城テレビ放送　代表取締役社長　玉井　忠幸 氏

★「七十七ビジネス情報」は1・4・7・10月の年
4回発行（予定）で、ホームページからもご覧に
なれます。

★ご意見・ご要望がございましたら、ホームペー
ジのお問い合わせ・ご相談フォームや電子メー
ルにてお寄せください。

★個人情報につきましては、目的以外に使用する
ことはございませんので、ご安心ください。

★無断転載を禁じます。
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2023年１月４日発行

公益財団法人七十七ビジネス振興財団
77 Business Support Foundation

〒980-0021　仙台市青葉区中央三丁目３番20号　株式会社七十七銀行本店内
電話（022）211-9787　FAX（022）267-5304

ホームページ　https://www.77bsf.or.jp
E-mail　staff@77bsf.or.jp



写真提供：宮城県観光プロモーション推進室「亘理いちご（亘理町）」

公益財団法人七十七ビジネス振興財団

本誌は環境にやさしい植物油
インキを使用しています。

森林認証紙を使用しています。
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